
浅
田
宗
伯
の
清
国
駐
日
公
使
館
参
賛
官
・
黄
遵
憲
と
の
交
遊
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
第
九
十
七
回
総
会
で
報
告
し
た
。
本
稿
で
は
、

宗
伯
と
清
国
駐
日
公
使
及
び
公
使
館
各
員
と
の
交
流
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

明
治
十
三
年
五
月
出
版
の
『
温
知
医
談
』
第
十
三
号
に
、
浅
田

宗
伯
は
岸
田
吟
香
の
上
海
か
ら
の
来
函
を
紹
介
し
て
「
此
頃
清
公

使
館
二
患
者
ア
リ
テ
請
招
セ
ラ
レ
、
両
大
臣
二
筆
話
セ
シ
ニ
…
…
」

と
、
自
分
の
清
国
公
使
館
で
の
見
聞
を
述
べ
て
い
る
。
「
和
漢
医
林

新
誌
」
第
四
十
七
・
四
十
八
号
の
漫
録
欄
に
も
、
宗
伯
が
清
国
新

任
公
使
徐
承
祖
氏
の
脚
気
を
直
し
た
の
で
公
使
か
ら
謝
状
を
送
ら

れ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
宗
伯

は
清
国
公
使
館
の
診
療
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
明
治

十
八
年
、
七
十
七
才
の
浅
田
宗
伯
は
「
橘
窓
書
影
」
賊
文
で
自
分
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陳

捷

の
一
生
を
振
り
返
っ
て
「
清
国
及
朝
鮮
使
節
来
我
邦
者
、
以
受
余

診
為
例
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
宗
伯
の
誇
り
が
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。

「
栗
園
遺
稿
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
清
国
公
使
や
公
使
館
員
宛
の

書
簡
や
帰
国
時
の
送
辞
な
ど
に
よ
れ
ば
、
浅
田
宗
伯
は
度
々
彼
ら

に
自
分
著
作
へ
の
批
正
を
願
い
、
序
文
を
頼
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。

知
人
や
自
分
の
家
へ
公
使
た
ち
を
誘
っ
た
り
、
友
人
の
た
め
、
公

使
た
ち
に
揮
毫
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
ら
し

い
。
宗
伯
の
名
前
は
渭
国
公
使
館
が
出
版
し
た
『
重
九
諫
集
詩
」

や
『
庚
寅
誠
集
三
編
』
な
ど
詩
文
集
に
も
よ
く
見
ら
れ
、
公
使
館
．

上
野
精
養
軒
や
芝
山
紅
葉
館
な
ど
で
開
か
れ
た
日
中
文
人
の
宴
集

に
度
々
列
席
し
て
、
詩
文
唱
和
に
楽
ん
だ
様
子
が
窺
え
る
。
友
人

た
ち
と
清
国
公
使
館
と
の
交
流
の
仲
介
役
を
働
い
た
こ
と
は
、
宗

伯
と
公
使
館
の
密
接
な
関
係
を
語
っ
て
い
る
。
公
使
黎
庶
昌
を
送

別
す
る
宴
会
の
詩
集
に
宗
伯
の
送
辞
が
第
一
篇
に
置
か
れ
た
二
庚

寅
諫
集
三
編
」
上
『
登
高
集
』
）
こ
と
も
、
公
使
館
が
宗
伯
の
こ
と
を

か
な
り
重
視
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
宗
伯
も
時
々
清

国
公
使
館
で
の
見
聞
や
、
公
使
館
の
宴
会
で
作
っ
た
詩
な
ど
を
詳

し
く
友
人
た
ち
に
報
告
し
て
お
り
、
こ
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し
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て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
先
哲
医
話
』
巻
首
の
副
公
使
張
斯
桂
の
序
文
で
は
、
あ
る
公
使

館
員
の
鼓
脹
に
対
し
て
、
宗
伯
が
三
・
四
回
薬
を
あ
げ
た
だ
け
で

病
気
を
直
し
た
例
を
引
い
て
、
彼
の
医
術
に
対
す
る
称
賛
の
情
を

述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
宗
伯
が
著
述
に
富
む
こ
と
も
外
交
官
た
ち

か
ら
尊
敬
さ
れ
た
舎
温
知
医
談
」
第
十
三
号
宗
伯
引
張
斯
桂
筆
話
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
公
使
館
の
人
た
ち
が
宗
伯
を
尊
重
し
た
の
に
は

そ
れ
以
上
の
理
由
が
あ
る
。
宗
伯
に
つ
い
て
、
初
代
公
使
何
如
璋

は
、
「
学
問
淵
博
、
尤
精
於
医
。
年
近
八
十
、
神
明
不
衰
。
与
余
交
、

味
淡
而
意
篤
、
東
海
高
士
也
」
（
矢
数
氏
蔵
掛
軸
）
と
言
っ
て
お
り
、

黎
庶
昌
は
、
「
精
医
学
、
生
平
篤
宗
仲
景
。
錐
今
日
西
法
大
行
而
卓

然
守
正
、
其
術
亦
並
行
不
惇
、
門
徒
且
益
盛
不
衰
」
と
賛
辞
を
述

べ
て
い
る
（
「
医
説
一
首
贈
浅
田
宗
伯
」
「
拙
尊
園
叢
稿
」
巻
五
）
。
宗
伯

の
医
術
と
と
も
に
、
そ
の
人
徳
と
、
西
洋
に
傾
い
て
い
た
時
代
風

潮
の
中
に
漢
方
の
生
存
の
た
め
に
戦
い
続
け
た
努
力
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
宗
伯
も
欧
米
使
節
の
「
要
利
規
商
」
、

「
扶
教
誘
人
」
、
「
奇
器
欺
俗
」
と
違
っ
た
何
如
璋
の
「
本
仁
義
、

主
廉
恥
、
名
教
有
所
持
立
、
而
或
文
或
武
、
不
辱
大
邦
之
使
命
」

（
「
送
渭
欽
差
何
公
帰
国
序
」
）
に
敬
意
を
表
し
、
「
徒
知
欧
米
事
情
、

而
不
能
審
亜
洲
之
先
於
万
国
」
の
日
本
外
交
官
と
比
較
し
て
、
「
訪

求
聖
賢
逸
書
」
、
「
集
会
我
邦
文
学
之
士
以
鑿
同
文
之
歓
」
な
ど
を

し
た
黎
庶
昌
こ
そ
が
「
仁
愛
之
士
」
だ
と
感
激
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
評
論
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
交
友
関
係
は
、
東
ア

ジ
ア
社
会
・
文
化
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
西
洋
勢
力
に
対
す
る

反
発
、
共
通
的
な
社
会
認
識
と
教
養
・
感
情
に
基
づ
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。

公
使
館
の
人
た
ち
に
、
宗
伯
は
清
国
の
医
療
事
情
や
医
学
界
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
が
あ
り
、
日
本
社
会
の

現
実
に
対
す
る
宗
伯
の
認
識
も
公
使
館
員
た
ち
に
影
響
を
与
え
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
交
流
は
漢
方
復
興
運
動
を
応
援
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
近
代
日
中
知
識
人
が
日
常
的
な
接
触
に
よ
り
、
互
い
の
理

解
を
深
め
た
例
の
一
つ
と
し
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
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